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私
は
、

ダ
イ
エ
ツ
ト
の
た
め
に
走
り

始
め
て
以
来
、

マ
ラ
ツ
ン
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
て
し
ま
い
、

今
で
は
フ
ル
マ

ラ
ツ
ン
大
会
に
も
よ
＜
出
て
い
ま
す
。

首
段
は
、

も
っ
ぱ
ら
自
宅
近
＜
の
鶴

見
川
を
走

っ
て
い
ま
す
が
、

週
末
に
は

電
車
で
皇
居
に
も
よ
く
出
か
け
て
い
ま

す
。

皇
居
は

一
周
約
５
ｋ

ｍ
あ
り
、

ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ
っ
て
、

さ
な
が
ら

「
人
生
の
縮
図
」
を
実
感
し
て
し
ま
い

ま
す
。

途
中
に
信
号
は
な
く
、

随
所
に

水
道
や
ト
イ
レ
も
あ
り
、

走
る
に
は
最

高
の
場
所
で
す
。

ま
た
、

都
会
の
ど
真

ん
中
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
緑
に
流
れ
静

か
で
す
。

左
手
に
お
濠
、

右
手
に
最
高

載
判
所
や
国
会
議
事
堂
を
見
な
が
ら
、

半
蔵
門
か
ら
桜
日
門
へ
向
け
て
三
宅
坂

を

一
気
に
走
り
下
る
コ
ー
ス
は
迫
力
満

点
で
す
。　

日
頃
の
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
な

ど

一
気
に
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

マ
ラ
ツ
ン
の
最
大
の
魅
力
の

一
つ
は
、

好
き
な
時
に
、

何
処
で
も
走
れ
、

お
金

も
か
か
ら
な
い
こ
と
。

お
ま
け
に
健
康

も
つ
い
て
き
ま
す
。

み
な

さ
ん
も
始
め
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
？

遠
山

　

佳
寿

（
昭
五
十
五
年
卒
）

運転免群証の思 い出
皆さんも車やバイクを運転するには、運転免許が必要なのは周知のこ

とと思いますが、私の自慢は、同期の世代では、14才で運転免許を取得
する最後のチャンスに、運転免許証を取得することが出来たことです。
1960年(昭和35年)の運転免許取得改正で、1961年から原動機付自転
車第1種免許が16才に引き上げられる寸前に、14才で運転免許証を手に
することが出来たのですから、今でも宇上高校同期会(ろくご会)で自慢し
ています。
現在のカードみたいな免許証とは違って、黒い手帳みたいな表に「運転

免許証」と金文字で刻印印刷してあり、とても高級な作りでした。14才とい
えば、まだ中学生で当時は坊主頭でしたので、宇上の実家の配達の手伝
いでオートバイに乗つていると、よく近所のおまわりさんに免許証の提示を
求められたものです。それだけ無免許の人が多かったのも事実ですけど
ネ 1

他にはなんにも自慢できるものはありませんが、これだけは時間を戻さ
ないと出来ない自慢できる思い出です。60歳過ぎた現在では、憧れの
ハーレーで阿蘇のやまなみハイウエイをツーリングするのが夢です。
皆さんも是非行きませんか?

境屋 由 夫 (昭40年 卒)
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天
車

の
地
鶏
を
ご

存

じ

で
す
か
？

芦
北

町

の
株
式
会
社
宮
本
産
業
か
ら
ラ
ー
メ

ン
が

発
売

さ
れ

て
お
り
、

そ

の
袋

の
一異
面
に
記
朝
さ
れ

て
い
る

コ

メ
ン
ト
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

皆
様
、

ど

う
ぞ

一
度
、

ふ
る
さ
と

の

ラ
ー
メ

ン
を
ご

賞
味
く
だ
さ

い
。

小
野
　
徳

子

（
昭
五
十
五
年
一む

こ 用 椒 濃わ 山 月 鶏 に地

だ の入厚 い 間 を
｀
か鶏

２
０
０
９
東
京
鶴
朔
会
の
余
韻
の
残
る
、

昨
年
６
月
の

あ
る
日
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

息
子

の
通
う
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
に
出
席
し
た
折
の
事

で
す
。

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
歓
談
し
て
い
た
息
子
の
副
担
任

の
Ｔ
先
生
が
、

「
僕
は
九
州
出
身
な
ん
で
す
が
、

め
っ
ぽ

う
酒
に
は
弱
い
ん
で
す
よ
」
と
お

っ
し
ゃ
る
の
で
、

「
九

州
の
ど
ち
ら
で
す
か
？
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、

「熊
本
の

宇
上
で
す
」
と
の
こ
と
で
、

よ
く
よ
＜
間
く
と
、

な
ん
と

私
の
宇
上
高
校
の
９
年
上
の
先
輩
だ

っ
た
の
で
す
。

息
子
の
成
績
が
も
う
少
し
よ
け
れ
ば
、

な
お
、

良
か
っ
た

の
で
す
が
。

（苦
笑
）

身
近
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
宇
上
高
校
の
先
輩
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

本
当
に
嬉
し
＜
思
い
ま
し
た
。

赤

木

　

さ

よ

子

（昭
五
十
五
笙
む 櫻曇ッ巡誓舞魂曙どのず°l・1

これ硝の良とを実感じ孝したゴ
発トーふるさと探訪、種子島 ・屋久島編 白

私は、仕事柄、全国出張が多<、 仕事のつしヽでにご当地観光をする
ことがあります。

私のささやかな楽しみ 。目的は、全国47都 道府県を訪れ、 “出張
貧乏

"は
覚悟の上で、ご当地探訪と郷土料理を堪能することです。

昨年の7月 、福岡出張の際、その日のタカ、博多駅から 「つばめ」に

飛び乗り、一路、鹿児島へ南下しました。途中、新八代駅で九州新幹
線 「つばめ」に乗り換え、すっかり快適な旅行気合になり、約2時 間
30劣 の九州縦断の

“
車窓の旅

"を
満喫しました。

翌日は、鹿児島港から高速船に乗つて種子島、屋久島観光を堪能し
ました。実は、義兄 (松橋町居住)が 種子島出身で、一昨年、定年退

職の後、種子島で単身暮らし (期限付)を しています。義兄の案内で、
種子島一周を満喫し、屋久島では、桐齢約3000年 の 「紀元杉」

(写真)に 達うことができました。人生80年 と言われますが、屋久
杉 (樹齢 1000年 以上)の 前では、」ヽさな人間の存在を実感しまし
た。

三泊四日の種子島、屋久島の観光でしたが、生涯の思しヽ出となりま
した。両島はとても魅力的で、豊かな自然と地元民の温かさを肌に)b
み込ませることができました。是非、一度、
しょうか。

坂崎 守 寿 (昭55年 卒)

有楽町駅からすぐのオフィス街に懐かしい熊本の味を堪能でき
るお店があります。そのお店は、熊本出身の素敵な笑顔のママさ
んがいる 「あづま」です。

天草から直送された魚は新鮮で味わう価値大ですし、その他に

も馬刺 し、辛子レンヨン、
一文字のぐるぐる等々懐かしさ満点で

す。熊本出身のお客さんも多く、お店で意外な出会いがあるかも
・・・。お店にお願いすると、いきなり国子をお生産に買うこと
もできます。

。「あづま」 千 代田区丸の内3-4-1新 国際ビルBl
Tel.03‐3213‐2728

銀座ソニービルの近くにある銀座熊本館に買い物に行かれた方
は多いと思いますが、そのビルの二階で熊本の食材にこだわつた
ランチが食べられるのをご存知ですか ?
「AS O B I一 B a r」 とい うお 店 で 、 週 替 りで 提 供 され る ラ ン

チは熊本を思い出させて くれるお勧めの味です。

夜は球磨焼酎を味わえるバーにな ります。壁いっぱいに置かれた

焼酎の種類には 目を見張ること間違いなしです。ただ、閉店時間
が 20時 となっていますので、早めに行 くことをお勧め します。

・ 「ム SOgr一 β 2F」 中央区銀座 5-3-16

銀座熊本館 2階

Tel.03‐3572‐1261

塚原 直 美 (昭52年卒)


